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 本市では、すべての市民が健康で安心していきいきとくらすことができるまちの実現を目指し、平成

26 年 3 月に第 2 次枚方市健康増進計画を策定しました。さらに、歯と口腔の健康づくりを通じて生涯

自分の歯で食べて味わい、元気でいきいきとした人生を送ることができるよう、平成 28 年 3 月に「枚

方市歯科口腔保健計画」を策定しました。平成２８年４月には、歯科口腔保健に関連する機関や団体と

調整するための行政機能組織として、健康部保健所保健センター内に「口腔保健支援センター」を設置

し、市民の歯と口腔の健康づくりの推進に取り組んでいます。 

 

１．基本目標                              

 「食べる」「味わう」「話す」等の口腔機能は、生活の質に大きく影響し、特に、高齢者における口腔

機能の低下は、健康寿命の短縮や生命予後の悪化につながる要因のひとつとなります。 

乳幼児期（胎児期を含む）から高齢期まで継続して、口腔機能の育成・維持向上に向けて取り組むこ

とにより健康寿命の延伸が期待されることから、「市民の生涯にわたる健康寿命の延伸」を基本目標とし

ています。 

 

 

２．基本目標実現のための取組の方向性・重点的対策           

 枚方市の現状と課題から取組の方向性を設定し、生涯にわたる対策や状況に応じた対策について重点

的に取組を定めて推進します。そして、基本目標を実現するための取組の方向性・重点的対策を包含し

た理念である 8020（ハチマルニイマル）運動を推進し、健康寿命の延伸を目指します。 

 

 

３．計画の期間                                

 本計画は、平成 28 年度を始期とし、終期を「第 2 次枚方市健康増進計画」と合わせて平成 35 年度

とします。また同計画と合わせて中間評価及び最終評価を行います。 
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＜枚方市歯科口腔保健計画の概念図＞ 

（一生、自分の歯で食べて味わうために！） 

市民の生涯にわたる 

健康寿命の延伸 

＜基本目標＞ 

歯科口腔保健推進の方向性 

歯科口腔保健に関する知識や予防の普及啓発 

定期的に歯科健康診査を受けること等の勧奨 

配慮を要する者が定期的に 

歯科健康診査を受けること等のための施策の実施 

歯科口腔保健を推進するために必要な 

社会環境の整備 

生涯にわたる歯科口腔保健 状況に応じた歯科口腔保健医療 

休日急病歯科医療 

災害時の歯科口腔保健医療 ライフステージ別 

の課題と取組 

配慮を要する者 

の課題と取組 

う蝕予防・歯周病予防 

口腔機能の維持向上 

重点的歯科口腔保健対策 

8020運動の推進 

枚方市健康増進 

推進キャラクター 

カワセミ教授 
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１．中間評価の趣旨                           

｢枚方市歯科口腔保健計画」は平成 28 年度から施行し、終期を「第２次枚方市健康増進計画」と合わ

せて平成 35 年度とする 8 年間の計画で、第２次枚方市健康増進計画と合わせて平成 30 年度を中間評

価の年度としています。 

本計画の基本目標の「市民の生涯にわたる健康寿命の延伸」に向けて、目標の達成状況や関連する取

り組み状況を確認することで、歯科口腔保健の推進に係る、新たな課題の把握や必要に応じて今後の取

り組むべき方向性の修正を目的に中間評価を行いました。 

これにより、基本目標を実現するための取組の方向性・重点的対策を包含した理念である 8020（ハ

チマルニイマル）運動を推進し、健康寿命の延伸を目指します。 

 

２．中間評価の方法                            

（１）中間評価の流れ 

〔平成 29 年度〕 

  ２月 第１回枚方市健康増進計画審議会の開催 

〔平成 30 年度〕 

  ４月 枚方市民の生活習慣や歯と口の健康に関するアンケートの実施 

  ５月 庁内関係各課に第２次枚方市健康増進計画進捗状況を照会 

  ５月 小学生・中学生の生活習慣や歯と口の健康に関するアンケートの実施 

  ７月 第１回 枚方市健康推進本部 健康増進部会の開催 

  ８月 第１回 枚方市健康増進計画審議会の開催 

  ９月 第 2 回 枚方市健康推進本部 健康増進部会の開催 

 １０月 第 2 回 枚方市健康増進計画審議会の開催 

  〇月 第 3 回 枚方市健康推進本部 健康増進部会の開催 

  〇月 第 3 回 枚方市健康増進計画審議会の開催 

  〇月 枚方市健康推進本部の開催  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第２章 中間評価について 
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【調査および結果の分析】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 【中間評価報告書作成のための審議】 

  

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

（２）中間評価の方法 

目標項目の達成状況について、現状値はアンケート調査及び庁内関係各課の実績データ等を利用

し、計画策定時値と現状値及び目標値の比較により、以下の判定基準を用いて目標達成度を判定し

ました。 

 

【目標達成度と判定基準】 

目標達成度 判定基準 

A 「達成・概ね達成」 達成率 90％以上 

 B＋ 「改善」 達成率 50％以上 90％未満 

 Ｂ－ 「やや改善」 達成率 10％以上 50％未満 

C 「変化なし」 達成率－10％以上 10％未満 

D 「悪化」 達成率－10％未満 

※達成率の考え方 

増加目標：（現状値－計画策定時値)/(目標値－計画策定時値） 

削減目標：（計画策定時値－現状値)/(計画策定時値－目標値） 

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
等
の
分
析
・
評
価 

（
集
計
結
果
の
詳
細
は
資
料
編
参
照
） 

【アンケートの実施】 

・市内公立小学校（小学 6 年生：585 人） 

・市内公立中学校（中学 3 年生：700 人） 

・市内公立高等学校（６校：468 人） 

・本市在住の 16 歳以上の方（1,217 人） 

・小学校・中学校・高等学校の養護教諭（70 校） 

・介護施設（25 施設） 

・障害児施設（50 施設） 

・障害者施設（113 施設） 

 

枚方市健康推進本部 健康増進部会 

諮問 

枚
方
市
健
康
増
進
計
画
審
議
会 

枚方市健康推進本部 

市長 

答申 

市民活動課、ひらかた賑わい課、生涯学習課、健康総務課、国民健康保険

室、保健企画課、保健予防課、保健センター、地域包括ケア推進課、障害

福祉室、子育て運営課、土木政策課、学務課、教育指導課、社会教育課、

スポーツ振興課 

市長、副市長、教育長、上下水道事業管理者、病院事業管理者、理事、市

民安全部長、産業文化部長、健康部長、保健所長、長寿社会部長、福祉部

長、子ども青少年部長、教育委員会教育次長、教育委員会学校教育部長 
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３．中間評価のまとめ                            

近年、デンタルフロスや電動歯ブラシなどのう蝕や歯周病の予防に使用するアイテムを目にすること

は多く、全国的にう蝕や歯周病の予防に対する意識は向上していると考えます。 

本市においても、市民アンケートの結果より、定期的に歯科健康診査を受診している者や、かかりつ

け歯科医を有する者、喫煙と歯周病の関係について知っている者が増加しているなど、市民の歯と口の

健康づくりに対する意識は向上していると考えます。しかし、「8020 運動」や「噛ミング 30」といっ

た用語の認知度はまだまだ低く、歯磨き剤は使用するもののフッ素入りかどうかはわからない者も多い

ことなどから、今後も引き続き、歯と口の健康づくりに関して正しい知識を啓発し、市民の歯と口の健

康づくりを推進していきます。 

ライフステージ別において、高齢期では、かかりつけ歯科医を有する者の割合が高く、未処置歯や歯

周炎を有する者の割合は減少しており、高齢期の歯と口の健康づくりは概ね改善していました。高齢期

の口腔機能の低下は、誤嚥性肺炎や高齢期の低栄養を招き、ADL・QOL の低下に繋がるため、高齢期の

歯科口腔保健の推進は重要です。今後も、かかりつけ歯科医を有する者の割合がさらに増加し、多くの

市民が 8020 を達成できるよう、歯科医師会を始め関係機関と連携し、さらなる啓発を行います。 

一方、成人期に関して、20～40 歳代の若年層においては、歯肉に炎症所見を有する者や進行した歯

周炎を有する者が増えており、20～30 歳代の男性においては、かかりつけ歯科医を有する者の割合が

低いなど、歯と口の健康づくりに関する取り組みが改善できていませんでした。成人期は、仕事・育児・

介護などライフスタイルの多忙さから自身の健康が後回しになる傾向があり、学齢期と比較して、定期

的に歯科健康診査や歯科口腔保健指導を受ける機会が少なくなるライフステージです。今後、小・中・

高校生などの学齢期から、よく噛む習慣、食後の歯みがき、定期的な歯科医院への受診などが定着する

ための啓発を行います。また、歯周病検診の受診率の向上を目指し、成人期の歯と口の健康づくりに対

する意識が向上するよう取り組み、成人期の歯科口腔保健の推進を図ります。 

歯科健康診査や医療機関の受診に配慮を要する者については、妊産婦、障害者、要介護者、有病者へ

の各目標項目は改善していました。引き続き、配慮を要する者への定期的な歯科健康診査の受診等の啓

発や、それぞれの分野に関わる支援者への情報提供を行い、配慮を要する者が歯と口の健康づくりにさ

らに取り組めるよう支援します。 

今後も、子どもから高齢者まで継続して口腔機能の育成・維持向上に取り組み、基本目標の「市民の

生涯にわたる健康寿命の延伸」が達成できるよう、定期的な専門家による介入（プロフェッショナルケ

ア）の必要性の周知や日常生活で市民が取り組むセルフケアの普及啓発を行い、歯科口腔保健のさらな

る推進を図ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

目標達成度 項目数 

A 達成・概ね達成 達成率 90％以上 4（11.8％） 

B＋ 改善 達成率 50％以上 90％未満 5（14.7％） 

Ｂ－ やや改善 達成率 10％以上 50％未満 9（26.5％） 

C 変化なし 達成率－10％以上 10％未満 6（17.6％） 

D 悪化 達成率－10％未満 7（20.6％） 

― 判定なし 3（8.8％） 

合計 34（100％） 
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 別表１）評価区分別の目標達成状況結果 

達成状況 項目番号 項目名 

Ａ 達成 

・ 

概ね 

達成 

10 中学生・高校生における歯肉に所見を有する者の減少 

18 50 歳で歯間部清掃用器具を使用する者の増加(45 ～ 54 歳) 

26 障害者（児）入所施設での定期的な歯科健康診査実施率の増加 

28 糖尿病と歯周病の関係について知っている者の割合の増加 

Ｂ＋ 改善 5-2 過去 1 年間に歯科健康診査を受診した者の増加（一般） 

7 3 歳児でのう蝕のない者の増加 

16 40 歳で喪失歯のない者の増加 

17 喫煙と歯周病の関係について知っている者の増加 

19 60 歳で未処置歯有する者の減少  

Ｂ－ やや 

改善 

1-1 「8020 運動」という言葉を知っている者の増加（小・中・高） 

4-1 過去 1 年間に歯科医院で口腔清掃について個別に指導をうけた者の増加（小・中・高） 

4-2 過去 1 年間に歯科医院で口腔清掃について個別に指導をうけた者の増加（一般） 

5-1 過去 1 年間に歯科健康診査を受診した者の増加（小・中・高） 

6-2 かかりつけ歯科医を有する者の増加（一般） 

20 60 歳代における進行した歯周炎を有する者の減少 

22 80 歳で 20 歯以上の自分の歯を有する者の増加（75 ～ 84 歳） 

25 妊産婦歯科健康診査受診率の増加 

27 介護老人福祉施設・介護老人保健施設での定期的な歯科健康診査実施率の増加 

Ｃ 変化 

なし 

1-2 「8020 運動」という言葉を知っている者の増加（一般） 

2-1 「噛ミング 30」という言葉を知っている者の増加（小・中・高） 

2-2 「噛ミング 30」という言葉を知っている者の増加（一般） 

3-1 フッ素入りの歯磨き剤を使用している者の増加（小・中・高） 

3-2 フッ素入りの歯磨き剤を使用している者の増加（一般） 

15 40 歳の未処置歯を有する者の減少 

Ｄ 悪化 6-1 かかりつけ歯科医を有する者の増加（高校生） 

8 3 歳児での不正咬合等が認められる者の減少 

9 12 歳児でのう蝕のない者の増加 

12 学校歯科健康診断の結果について「わからない・覚えていない」者の減少 

13 20 歳代における歯肉に炎症所見を有する者の減少 

14 40 歳代における進行した歯周炎を有する者の減少 

24 60 歳で歯間部清掃用器具を使用する者の割合の増加 

― 判定 

なし 

11 CO・GO と診断された者に対して個別指導を実施している小学校・中学校・高等学校の

増加 

21 60 歳で 24 歯以上の自分の歯を有する者の増加(55 ～ 64 歳) 

23 60 歳代における咀嚼良好者の増加 
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 達成状況 項目番号 項目名 

全
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ 

Ｂ－ 1-1 「8020 運動」という言葉を知っている者の増加（小・中・高） 

C 1-2 「8020 運動」という言葉を知っている者の増加（一般） 

C 2-1 「噛ミング 30」という言葉を知っている者の増加（小・中・高） 

C 2-2 「噛ミング 30」という言葉を知っている者の増加（一般） 

C 3-1 フッ素入りの歯磨き剤を使用している者の増加（小・中・高） 

C 3-2 フッ素入りの歯磨き剤を使用している者の増加（一般） 

Ｂ－ 4-1 過去 1 年間に歯科医院で口腔清掃について個別に指導をうけた者の増加（小・中・高） 

Ｂ－ 4-2 過去 1 年間に歯科医院で口腔清掃について個別に指導をうけた者の増加（一般） 

Ｂ－ 5-1 過去 1 年間に歯科健康診査を受診した者の増加（小・中・高） 

B＋ 5-2 過去 1 年間に歯科健康診査を受診した者の増加（一般） 

D 6-1 かかりつけ歯科医を有する者の増加（高校生） 

Ｂ－ 6-2 かかりつけ歯科医を有する者の増加（一般） 

乳幼児期 
B＋ ７ 3 歳児でのう蝕のない者の増加 

D ８ 3 歳児での不正咬合等が認められる者の減少 

学齢期 

D ９ 12 歳児でう蝕のない者の増加 

A 10 中学生・高校生における歯肉に所見を有する者の減少 

― 11 
CO・GO と診断された者に対して個別指導を実施している小学校・中学校・高等学

校の増加 

D 12 学校歯科健康診断の結果について「わからない・覚えていない」者の減少 

成人期 

D 13 20 歳代における歯肉に炎症所見を有する者の減少 

D 14 40 歳代における進行した歯周炎を有する者の減少 

C 15 40 歳の未処置歯を有する者の減少 

B＋ 16 40 歳で喪失歯のない者の増加 

B＋ 17 喫煙と歯周病の関係について知っている者の増加 

A 18 50 歳で歯間部清掃用器具を使用する者の増加（45 ～ 54 歳） 

高齢期 

B＋ 19 60 歳で未処置歯を有する者の減少 

Ｂ－ 20 60 歳代における進行した歯周炎を有する者の減少 

― 21 60 歳で 24 歯以上の自分の歯を有する者の増加（55 ～ 64 歳） 

Ｂ－ 22 80 歳で 20 歯以上の自分の歯を有する者の増加（75 ～ 84 歳） 

― 23 60 歳代における咀嚼良好者の増加 

D 24 60 歳で歯間部清掃用器具を使用する者の割合の増加 

妊産婦 Ｂ－ 25 妊産婦歯科健康診査受診率の増加 

障害児者 A 26 障害者（児）入所施設での定期的な歯科健康診査実施率の増加 

要介護者 Ｂ－ 27 介護老人福祉施設・介護老人保健施設での定期的な歯科健康診査実施率の増加 

有病者 A 28 糖尿病と歯周病の関係について知っている者の割合の増加 

 別表２）ライフステージ別の目標達成状況結果 
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・市民アンケート 

平成 26 年度：「枚方市民の歯と口腔に関するアンケート」 

平成 30 年度：「枚方市民の健康づくりと歯と口の健康に関するアンケート」 

・枚方市母子保健事業実績報告 

・枚方市学校歯科診断 

・学校歯科保健アンケート 

・小学生・中学生・高校生の歯と口の健康に関するアンケート 

・成人歯科健康診査 

・歯周病検診 

・妊産婦歯科健康診査 

・枚方市内における障害児・障害者における歯と口腔に関するアンケート 

・枚方市内の介護施設（入所）における歯と口腔に関するアンケート 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 別表３）出典 
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４．中間評価から見えた課題と今後の取り組みの方向性                           

（１）歯科口腔保健推進の方向性を踏まえた目標 

 ＜個別目標＞ 

  ＜市民アンケート、小学生・中学生・高校生の歯と口の健康に関するアンケートより＞ 

 

※かかりつけ歯科医：痛いなどの症状があって不都合な時にだけ通う歯科医院ではなく、定期的に 

受診して口腔管理を受けている歯科医院をさします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

項目

番号 
項目名 

策定時値 

（26 年度） 
小学生ｎ=530 

中学生ｎ=708 

高校生ｎ=453 

一般 ｎ=867 

現状値 

（30 年度） 
小学生ｎ=585 

中学生 n=700 

高校生 n=468 

一般 ｎ=1217 

目標値 

（35 年度） 

達成 

状況 

1-1 「8020 運動」という言葉を知

っている者の増加 

小・中・高 4.5% 小・中・高 14.3% 
80% 

Ｂ－ 

1-2 一般 27.8% 一般 29.7% Ｃ 

2-1 「噛ミング 30」という言葉を知

っている者の増加 

小・中・高 3.8% 小・中・高 5.9% 
80% Ｃ 

2-2 一般 8.4% 一般 9.4% 

3-1 フッ素入りの歯磨き剤を使用し

ている者の増加 

小・中・高 36.2% 小・中・高 36.7% 
90% Ｃ 

3-2 一般 45.9% 一般 49.1% 

4-1 過去 1 年間に歯科医院で口腔清

掃について個別に指導をうけた

者の増加 

小・中・高 25.0% 小・中・高 31.8% 

65% Ｂ－ 
4-2 

一般 51.4% 

(n=544) 

一般 55.9% 

(ｎ=803) 

5-1 過去 1 年間に歯科健康診査を受

診した者の増加 

小・中・高 28.9% 小・中・高 36.4% 
65% 

Ｂ－ 

5-2 一般 59.1% 一般 63.8% Ｂ＋ 

6-1 かかりつけ歯科医※を有する者

の増加 

高校生 55.8% 高校生 41.9% 
70% 

D 

6-2 一般 62.8% 一般 66.0% Ｂ－ 
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29.7 

14.3 

22.7 

5.0 

17.7 

12.8 

18.5 

28.9 

27.7 

33.3 

30.4 

32.4 

40.0 

27.0 

20.5 

28.5 

9.1 

27.4 

23.1 

11.1 

26.3 

26.1 

29.2 

30.8 

28.5 

13.3 

41.9 

64.1 

48.2 

84.0 

54.3 

61.5 

70.4 

44.7 

45.7 

36.8 

37.4 

36.0 

46.7 

0% 20% 40% 60% 80% 100% 

全体(一般) 

全体(小中高) 

小学生 

中学生 

高校生 

16～19歳 

20歳代 

30歳代 

40歳代 

50歳代 

60歳代 

70歳以上 

無回答 

「8020運動」という言葉を知っている者の割合 

よく知っている 聞いたことがある 知らなかった 無回答 

＜市民アンケート、小学生・中学生・高校生の歯と口の健康に関するアンケートより＞   

9.4 

5.9 

11.1 

4.1 

1.9 

2.6 

2.5 

5.3 

8.2 

7.0 

9.7 

14.5 

6.7 

22.8 

20.0 

34.7 

15.4 

8.5 

10.3 

6.2 
14.0 

16.3 

18.7 

30.4 

30.3 

26.7 

66.6 

72.6 

53.5 

77.7 

88.7 

84.6 

91.4 

80.7 

75.0 

73.7 

59.0 

52.6 

66.7 

0% 20% 40% 60% 80% 100% 

全体(市民) 

全体(小中高) 

小学生 

中学生 

高校生 

16～19歳 

20歳代 

30歳代 

40歳代 

50歳代 

60歳代 

70歳以上 

無回答 

「噛ミング30」という言葉を知っている者の割合 

よく知っている 聞いたことがある 知らなかった 無回答 

＜市民アンケート、小学生・中学生・高校生の歯と口の健康に関するアンケートより＞ 

36.8 

40.6 

30.8 

49.1 

3.8 

2.6 

3.8 

13.5 

50.4 

51.1 

62.4 

30.2 

8.2 

4.3 

2.1 

3.9 

0% 20% 40% 60% 80% 100% 

小学生 

中学生 

高校生 

一般 

フッ素入りの歯磨き剤を使用している者の割合 

フッ素入りの歯磨き剤を使用 フッ素は入っていない歯磨き剤を使用 

フッ素入りか分からない歯磨き剤を使用 使っていない 

無回答 

＜市民アンケート、小学生・中学生・高校生の歯と口の健康に関するアンケートより＞ 
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【これまでの主な取組】 

・枚方市歯科口腔保健計画のダイジェスト版を作成し、各項目について市民へ啓発を行いました。 

・歯と口の健康週間に、「8020 運動」や「噛ミング 30」のキャッチフレーズを書いたプレートを保健

センター職員がつけて市民対応を行い、啓発を実施しました。 

・枚方市健康・医療・福祉フェスティバルで 8020 達成者の表彰式や、歯の検診等を実施し、歯と口の

健康づくりの普及啓発を実施しました。 

・市民団体や介護施設管理者に向けて、歯と口に関する健康講座を実施しました。 

・友好・交流都市物産展や大学の健康フェアに参加し、歯と口の健康づくりの普及啓発を実施しました。 

・児童・園児に正しい歯の磨き方を習得させるため、歯科衛生士による枚方市立幼稚園及び小学校への

ブラッシングの巡回指導並びに歯に対する一般的な指導を行いました。 

 

66.0 

61.1 

32.0 

29.8 

60.0 

55.2 

70.6 

69.7 

33.3 

57.1 

48.2 

68.7 

63.0 

73.1 

69.5 

79.6 

75.0 

31.9 

38.9 

64.0 

68.1 

40.0 

43.3 

26.6 

26.5 

66.7 

38.1 

50.0 

31.3 

37.0 

26.9 

27.1 

16.9 

25.0 

2.1 

4.0 

2.1 

1.5 

2.8 

3.8 

4.8 

1.8 

3.4 

3.5 

0% 20% 40% 60% 80% 100% 

全体  （N=1217） 

男性 16～19歳 

     （N=18） 

20歳代 

（N=25） 

30歳代 

（N=47） 

40歳代 

（N=65） 

50歳代 

（N=67） 

60歳代 

（N=109） 

70歳以上 

（N=185） 

無回答 

（N=3） 

女性 16～19歳 

     （N=21） 

20歳代 

（N=56） 

30歳代 

（N=67） 

40歳代 

（N=119） 

50歳代 

（N=104） 

60歳代 

（N=118） 

70歳以上 

（N=201） 

無回答 

（N=8） 

かかりつけ歯科医を有する者の割合 

はい いいえ 無回答 ＜市民アンケートより＞ 
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【課題及び今後の取組方向】 

「8020 運動」という言葉を知っている者の割合は、一般に関しては策定時に比べ大きな変化はあり

ませんでしたが、小中高全体としてはやや増加しており、特に小学生の割合が高い状態でした。「噛ミ

ング 30」という言葉よく知っている者の割合については、それぞれ策定時に比べ大きな変化はありませ

んでした。各言葉について「聞いたことがある」者を含めても、それぞれ 6 割及び 3 割に満たない値を

示しており、全体として認知度は低い状況でした。年代別には、特に 10 歳代・20 歳代においての各言

葉を知っている割合が低い状態でした。各取り組みを効果的に進めていくには、取り組みの主旨をしっ

かり理解することが重要であるため、今後、中学、高校、大学、企業等と連携してさらなる周知に取り

組みます。 

フッ素入りの歯磨き剤を使用している者に大きな変化はみられませんでしたが、フッ素入りか分から

ない歯磨き剤を使用している者を含めると、どの年代も約８～9割の者が歯磨き剤を使用していました。

市販の歯磨き剤の大半はフッ素入りであり、フッ素入りの歯磨き剤を使用することは、う蝕を予防する

ために、個人が普段から取り組めることであるため、引き続き、歯磨き剤を使用することの有効性につ

いて啓発を行います。 

かかりつけ歯科医を有する者は増加、過去１年間に歯科健康診査を受診した者や個別に指導をうけた

者も増加しています。かかりつけ歯科医を持つことで、適正な歯科保健行動に結びつき、歯科健康診査

の受診や個別指導につながったものが多くなったと考えられます。今後は、かかりつけ歯科医を有する

者の割合が低い 20 歳代～30 歳代の特に男性に重点的に取り組むことで、これらの目標のさらなる改善

を図ります。 
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（２）重点的歯科口腔保健対策 

 １）ライフステージの課題と取組 

a）乳幼児期（0～6歳）の歯科口腔保健 

【現状と課題】 

＜個別目標＞ 

項目

番号 
項目名 

策定時値 

(26 年度) 

現状値 

(29 年度) 

目標値 

(35 年度) 

達成 

状況 

７ 3 歳児でのう蝕のない者の増加 
85.3% 

(n=2935) 

88.3% 

(n=2779) 
90% Ｂ＋ 

８ 
3 歳児での不正咬合等が認められる者の

減少 

12.4% 

(n=2935) 

12.9% 

(n=2779) 
10% Ｄ 

＜枚方市母子保健事業実績報告(３歳６か月児健康診査結果) より＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

12.9 12.4 12.2 10.2 12.9 

0% 

20% 

40% 

60% 

80% 

100% 

平成25年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度 

現状値 目標値 

３歳児での不正咬合等が認められる者の割合 

＜枚方市母子保健事業実績報告(３歳６か月児健康診査結果)より＞ 

85.1 85.3 85.3 87.2 88.3 

0% 

20% 

40% 

60% 

80% 

100% 

平成25年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度 

＜枚方市母子保健事業実績報告(３歳６か月児健康診査結果)より＞ 

３歳児でのう蝕のない者の割合 

現状値 目標値 
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【これまでの主な取組】 

・１歳６か月児健康診査及び３歳６か月児健康診査にて実施していたフッ素塗布を平成 28 年度より２

歳６か月児歯科健康診査においても実施しました。 

・保育所、幼稚園において、食後の歯みがき、年に 1 回の歯科健康診査、保護者への歯科健康診査の案

内チラシの配布を実施しました。 

  

【課題及び今後の取組方向】 

 3 歳児でのう蝕のない者の割合は年々増加傾向で、目標値に近づいています。今後も、1 歳 6 か月

児健康診査・2 歳 6 か月児歯科健康診査でのフッ素塗布やブラッシング指導等を継続し、3 歳 6 か月

児でのう蝕のない者の割合のさらなる増加を目指します。 

3 歳児での不正咬合等が認められる者の割合は増加していました。不正咬合の原因としては、遺伝

による骨格の問題、う蝕による噛み癖、習慣的な癖（指吸い、上下の歯で舌や唇を咬む等）などが挙

げられています。今後、歯の生え始める 1 歳頃から生えそろう 3 歳児の保護者を対象に、う蝕や習慣

的な癖が不正咬合に及ぼす影響について、チラシや健康診査での個別指導を通して啓発していきます。 

乳幼児期から定期的に歯科医院を受診し、乳幼児期のう蝕やう蝕による不正咬合を予防することが、

その後のライフステージにおける歯と口の健康に重要となるため、引き続き、定期的な歯科医院への

受診を啓発します。 

また、保育所（園）、幼稚園等の職員へ、う蝕や不正咬合の予防に関する情報提供を行い、保育所（園）、

幼稚園等が歯や口の健康づくりにさらに取り組みやすくなるよう支援します。 
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b）学齢期（7～18歳）の歯科口腔保健 

【現状と課題】 

＜個別目標＞ 

項目

番号 
項目名 

策定時値 

(26 年度) 

現状値 

(29 年度) 

目標値 

(35 年度) 

達成 

状況 

９ 
12 歳児でのう蝕のない者

の増加 
59.4% 

53.7% 
(n=3350) 

65% D 

10 
中学生・高校生における歯

肉に所見を有する者の減少 
22.9% 

19.8% 
(n=9133) 

20% A 

11 

CO・GOと診断された者に

対して個別指導を実施して

いる小学校・中学校・高等

学校の増加 

小学校 4/45 校 

中学校 0/19 校 

高等学校 2/6 校 

小学校 2/45 校 

中学校 2/19 校 

高等学校 3/6 校 

全校で実施 ― 

12 

学校歯科健康診断の結果に

ついて「わからない・覚え

ていない」者の減少 

小学生 24.9% 
(n=530) 

中学生 30.4% 
(n=708) 

高校生 25.6% 
(n=453) 

小学生 26.7% 
(n=585) 

中学生 35.3% 
(n=700) 

高校生 29.9% 
(n=468) 

小学生 13% 

中学生 15% 

高校生 13% 

D 

＜枚方市学校歯科診断、小学生・中学生・高校生の歯と口の健康に関するアンケートより＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

59.4 60.4 57.3 53.7 

0% 

20% 

40% 

60% 

80% 

100% 

平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度 

現状値 目標値 

12歳児でのう蝕のない者の割合 

＜枚方市学校歯科診断より＞ 

22.9% 
20.6% 21.2% 19.8% 

0% 

20% 

40% 

60% 

80% 

100% 

平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度 

現状値 目標値 

中学生・高校生における歯肉に所見を有する者の割合 

＜枚方市学校歯科診断より＞ 
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【これまでの主な取組】 

・う蝕予防対策として、市内学校へのブラッシングの巡回指導等を実施しました。 

・健康医療キャラバン事業で、枚方市歯科医師会・大阪歯科大学附属病院の研修医などが、市内の小中

学校等を訪問して児童・生徒を対象に、歯磨き・口腔ケアに関する講座を実施しました。 

・枚方市学校保健会養護教諭部門会研修会にて「枚方市歯科口腔保健計画」をテーマに講演を行い周知

啓発に努めました。 

・「枚方市保健所・枚方市内高等学校等連絡会」に「枚方市歯科口腔保健計画」についての説明を行い、

高校生の歯科健康診断状況の継続的な情報提供及び歯科口腔保健の推進について連携を図りました。 

・コンソーシアム連携事業として、歯科医師会および大阪歯科大学等関係機関が主催の歯と口に関する

健康講座を実施しました。 

 

【課題及び今後の取組方向】 

中学生・高校生における歯肉に所見を有する者は減少していましたが、12 歳児でのう蝕のない者の割

合については、策定時と比べて悪化していました。小学生・中学生・高校生の歯と口の健康に関するア

ンケートでは、自身の学校歯科健康診断の結果について「わからない・覚えていない」と答えた者が多

く、学齢期における歯と口の健康についての意識はまだまだ低い状況でした。学齢期で発生するう蝕と

歯肉炎を防ぐことが、学齢期以降のライフステージでの健康づくりの推進につながるため、各個人につ

いては、引き続き、各学校において歯科衛生士によるブラッシング指導や、う蝕の多い生徒への個別指

導の実施等の歯科保健指導を通じ、歯と口腔の健康についての意識を高めていきます。また、歯みがき

及びよく噛むことなどの歯科行動の生活習慣への定着や、定期的な歯科医院への受診につなげていくた

めの保護者を含めた周知啓発方法等について、歯科医師会や学校保健担当者と情報共有を図り、効果的

にすすめていきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



17 

 

c）成人期（19～59歳）の歯科口腔保健 

【現状と課題】 

＜個別目標＞ 

項目

番号 
項目名 

策定時値 

(26 年度) 

現状値 

(29 年度) 

目標値 

(35 年度) 

達成 

状況 

13 
20 歳代における歯肉に炎症所見を有

する者の減少 

42.7% 
(n=482) 

45.3% 
(n=386) 

25% Ｄ 

14 
40 歳代における進行した歯周炎を有

する者の減少 

54.8% 
(n=42) 

58.2% 
(n=390) 

25% Ｄ 

15 40 歳の未処置歯を有する者の割合 
41.2% 
(n=17) 

41.0% 
(n=188) 

10% Ｃ 

＜成人歯科健康診査、歯周病検診＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

55.0 54.8 55.0 57.2 58.2 

0% 

20% 

40% 

60% 

80% 

100% 

平成25年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度 

＜歯周病検診より＞ 

40歳代における進行した歯周炎を有する者の割合 

現状値 目標値 

43.9 42.7 42.5 
47.3 45.3 

0% 

20% 

40% 

60% 

80% 

100% 

平成25年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度 

＜成人歯科健康診査より＞ 

20歳代における歯肉に炎症所見を有する者の割合 

現状値 目標値 
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＜個別目標＞ 

※35～44 歳で再算出した値                      ＜市民アンケートより＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

項目

番号 
項目名 

策定時値 

(26 年度) 

現状値 

(30 年度) 

目標値 

(35 年度) 

達成 

状況 

16 
40 歳で喪失歯のない者の増加 

（35～44 歳で算出） 

62.5％ 
(n=16) 

※60.0% 

(n=140) 

67.7％ 
(n=155) 

75％ B＋ 

17 
喫煙と歯周病の関係について知ってい

る者の増加 

30.6％ 
(n=867) 

41.1％ 
(n=1217) 

50％ B＋ 

18 
50 歳で歯間部清掃用器具を使用する

者の増加（45～54 歳で算出） 

30.8％ 
(n=93) 

53.2％ 
(n=173) 

55％ A 

＜市民アンケートより＞       

60.0 67.7 

0% 

20% 

40% 

60% 

80% 

100% 

平成26年度 平成30年度 

40 歳で喪失歯のない者の

増加 

目標値 

30.8 
53.2 

0% 

20% 

40% 

60% 

80% 

100% 

平成26年度 平成30年度 

50歳で歯間部清掃用器具

を使用する者の増加 

目標値 

30.6 
41.1 

0% 

20% 

40% 

60% 

80% 

100% 

平成26年度 平成30年度 

喫煙と歯周病の関係につい

て知っている者の増加 

目標値 

48.4 
41.2 40.0 37.8 41.0 

0% 

20% 

40% 

60% 

80% 

100% 

平成25年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度 

＜歯周病検診より＞ 

40歳の未処置歯を有する者の割合 

現状値 目標値 
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10.8% 

25.7% 

60.6% 

2.9% 

平成30年度 

よく知っている 聞いたことがある 知らなかった 無回答 

枚方市歯周病検診を知っている者の割合 

＜市民アンケートより＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

6.5% 

16.8% 

71.1% 

5.6% 

平成26年度 

12.1 

12.0 

31.9 

21.5 

28.4 

20.2 

13.5 

8.9 

9 

10.9 

5.8 

10.2 

3.5 

27.4 

8.0 

19.1 

46.2 

41.8 

60.6 

65.9 

33.3 

3.6 

13.4 

19.3 

10.6 

13.6 

6 

12.5 

60 

100 

76.0 

48.9 

32.3 

28.4 

17.4 

20 

66.7 

100 

87.5 

77.6 

68.9 

83.7 

76.3 

90.5 

87.5 

0 20 40 60 80 100 

全体（n=1217） 

男性 16～19歳（n=18） 

20歳代（n=25） 

30歳代（n=47） 

40歳代（n=65） 

50歳代（n=67） 

60歳代（n=109） 

70歳以上（n=185） 

無回答（n=3） 

女性 16～19歳（n=21） 

20歳代（n=56） 

30歳代（n=67） 

40歳代（n=119） 

50歳（n=104） 

60歳代（n=118） 

70歳以上（n=201） 

無回答（n=8） 

成人の喫煙率 

吸っている 過去に吸っていたがやめた 吸ったことがない 無回答 

％         ％          ％           ％          ％        ％ 

＜市民アンケートより＞ 
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【これまでの主な取組】 

・平成 28 年 8 月より歯周病検診の対象者（35 歳～70 歳までの 5 歳刻みの者）に個別案内はがきを送

付しました。 

枚方市歯周病検診の対象者数、受診者数、受診率 

 対象者数 受診者数 受診率 

平成 24 年度 51,636 人 390 人 0.8% 

平成 25 年度 53,782 人 384 人 0.7% 

平成 26 年度 53,552 人 281 人 0.5% 

平成 27 年度 52,080 人 183 人 0.4% 

平成 28 年度 42,664 人 866 人 2.0% 

平成 29 年度 42,610 人 1,429 人 3.4% 

・歯周病検診を効果的に展開するために、歯周病検診において要精密検査と判定された者の追跡調査を

医療機関や受診者に行い、精密検査結果の把握を行いました。また、未受診者に対しては郵送にて医療

機関への受診勧奨を行いました。 

・喫煙と歯周病の関係について、禁煙サポート機関ガイドを配布し、啓発を行いました。 

・大学の健康フェアで歯科ブースを設け、職員と大学生に向けた歯と口の健康づくりに関して啓発を実

施しました。 

・「保健所つうしん＜企業版＞」に歯周病に関する記事を掲載しました。 

・ひらかた健康優良企業に登録している企業の協力のもとアンケートを実施しました。 

 

【課題及び今後の取組方向】 

20 歳代における歯肉に炎症所見を有する者は策定時に比べやや増加しており、学齢期と比べると、歯

肉に炎症所見を有する者は約 2 倍見受けられました。また、かかりつけ歯科医を有する割合も低い状況

でした。学校等で実施されていた歯科医師や歯科衛生士による定期的な介入（歯科健康診査やブラッシ

ング指導等）の機会が少なくなる世代であることや、仕事や育児等でライフスタイルが急激に変化する

世代であるため、歯科医院を受診するタイミングが少なくなることが要因として考えられます。今後は、

学齢期から積極的にかかりつけ歯科医を持つことやブラッシング等に関する啓発を行い、歯と口の健康

に意識をもち、学齢期から継続して適切な歯科口腔保健行動が実施できるよう取り組んでいきます。 

40 歳代における進行した歯周炎を有する者の割合は、策定時に比べやや増加していましたが、未処置

歯を有する者の割合は大きな変化は見られませんでした。歯周病は、糖尿病や動脈硬化などの全身疾患

にも悪影響を与えるため、歯周病検診等にて早期に発見することが大切です。歯周病検診の受診率が向

上していることで、現状として歯周炎や未処置歯の発見が増えていることも考えられますが、受診者が

増えることで、検診後の継続した指導や、かかりつけ歯科医を有することに繋がるため、今後も、歯周

病検診の個別通知を継続し、受診率の向上を目指し成人期の歯と口の健康づくりのきっかけづくりを行

います。 

また、喫煙と歯周病の関係について知っている者、50 歳で歯間部清掃用器具を使用する者は、策定時

と比較して増加していました。ただし、20 歳代・30 歳代の男性におけるかかりつけ歯科医を有する者

の割合は低く、30 歳代～60 歳代の男性における喫煙率が高いため、今後、大学生や働く世代の特に男

性に対して、周知方法を工夫して啓発することで、成人期の歯科口腔保健のさらなる推進を図ります。 
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d）高齢期（60歳～）の歯科口腔保健 

【現状と課題】 

＜個別目標＞ 

項目

番号 
項目名 

策定時値 

(26 年度) 

現状値 

(29 年度) 

目標値 

(35 年度) 

達成 

状況 

19 
60 歳で未処置歯を有する者の減少 

（55～64 歳で算出） 

61.3% 
(n=31) 

33.1% 
(n=139) 

10% Ｂ＋ 

20 
60 歳代における進行した歯周炎を

有する者の減少 

65.3% 
(n=95) 

60.9% 
(n=350) 

45% Ｂ－ 

＜歯周病検診＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

51.2 
61.3 

33.3 

41.9 
33.1 

0% 

20% 

40% 

60% 

80% 

100% 

平成25年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度 

＜歯周病検診＞ 

60歳の未処置歯を有する者の割合 

現状値 目標値 

72.5 65.3 
61.4 58.3 60.9 

0% 

20% 

40% 

60% 

80% 

100% 

平成25年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度 

＜歯周病検診＞ 

60歳代における進行した歯周炎を有する者の割合 

現状値 目標値 
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＜個別目標＞ 

＜市民アンケート＞ 

【これまでの主な取組】 

・平成 28 年 8 月より歯周病検診の対象者（35 歳～70 歳までの 5 歳刻みの者）に個別案内はがきを送

付しました。 

・健康寿命の延伸を目指すため、歯科疾患の予防、口腔機能低下や誤嚥性肺炎等の予防を目的として、

75 歳以上及び 65 歳から 74 歳までの後期高齢者医療保険の被保険者を対象に、無料で後期高齢者歯

科健康診査を実施しました。高齢者の特性を踏まえた歯科健康診査であり、咬合の状態、舌機能、嚥下

機能、口腔乾燥といった口腔機能に関する項目についても評価を行いました。 

・歯と口の健康づくりに関して、健康教室や地域の団体への出前教室を実施しました。 

・高齢者元気はつらつ健康づくり事業として、身近な地域で口腔機能向上のための健康講座を実施し、

介護予防の普及啓発を図りました。 

・枚方市健康・医療・福祉フェスティバルで 8020 達成者の表彰式や、歯の検診等を実施し、歯と口の

健康づくりの普及啓発を実施しました。 

 

【課題及び今後の取組方向】 

60 歳で未処置歯を有する者の割合、60 歳代における進行した歯周炎を有する者の割合、80 歳で

20 歯以上の自分の歯を有する者の割合は、策定時と比べて改善しています。60 歳代・70 歳代のか

かりつけ歯科医を有する者の割合が 70%を越えていることが目標項目の改善の背景にあると考えら

れます。今後もかかりつけ歯科医を有する者の割合が増加するよう、歯科医師会と連携し、さらなる

啓発を行います。 

一方、60 歳で 24 歯以上の自分の歯を有する者、60 歳代における咀嚼良好者に大きな変化はみら

れず、60 歳で歯間部清掃用器具を使用する者の割合は減少していました。歯の喪失により、咀嚼が困

難となると、誤嚥性肺炎や高齢期の低栄養を招き、ADL・QOL の低下に繋がります。歯間部清掃用器

具を用いて口腔ケアを行うことは、それらを予防するために個々がすぐにでも実施できる手段である

ため、健康教室等にてさらに周知を図ると共に、高齢者に直接関わる機会のある歯科医師、包括支援

センター、健康づくりボランティア等、各種団体と連携し、普及啓発を実施します。 

 

 

項目

番号 
項目名 

策定時値 

(26 年度) 

現状値 

(30 年度) 

目標値 

(35 年度) 

達成

状況 

21 
60歳で24歯以上の自分の歯を有する者

の増加（55～64 歳で算出） 

70.2％ 
(n=159) 

69.4％ 
(n=193) 

さらなる増加 
― 

(減少) 

22 
80 歳で 20 歯以上の自分の歯を有する

者の増加（75～84 歳で算出） 

45.4％ 
(n=81) 

47.6％ 
(n=187) 

50％ Ｂ－ 

23 60 歳代における咀嚼良好者の増加 
82.0％ 
(n=205) 

80.2％ 
(n=227) 

さらなる増加 
― 

(減少) 

24 
60 歳で歯間部清掃用器具を使用する者

の割合の増加（55～64 歳で算出） 

50.0％ 
(n=159) 

47.7％ 
(n=193) 

60％ D 
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 ２）配慮を要する者の課題と取組 

 

a）妊産婦の歯科口腔保健 

【現状と課題】 

＜個別目標＞ 

項目

番号 
項目名 

策定時値 

(26 年度) 

現状値 

(29 年度) 

目標値 

(35 年度) 

達成 

状況 

25 妊産婦歯科健康診査受診率の増加 
25.9% 

(n=3160) 

27.2% 
(n=2878) 

35% Ｂ－ 

＜妊産婦歯科健康診査＞ 

 

 

【これまでの主な取組】 

・母子健康手帳発行時に保健師が個別面談を実施し、妊産婦歯科健康診査の案内および妊産婦と歯周病

の関連についてのチラシを配布しました。 

・4 か月児健康診査の際に、乳児後期健康診査の案内とあわせて、妊産婦歯科健康診査に関するチラシ

を配布しました。 

 

【課題及び今後の取組方向】 

平成 29 年度の妊産婦歯科健康診査の受診率は増加傾向にありますが、まだまだ低い状況です。妊産

婦の口腔機能の低下は、母体だけでなく、子どもの健康にも影響を与えるため、妊産婦歯科健康診査の

受診率を向上し、妊産婦の口腔機能を維持することが重要です。今後、産科にポスターを掲示するなど、

妊産婦と歯周病の関連や胎児への影響についての知識の普及を行い、妊産婦歯科健康診査の受診率のさ

らなる向上を目指します。 

 

 

 

26.1 25.9 28.0 26.2 27.2 

0% 

20% 

40% 

60% 

80% 

100% 

平成25年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度 

＜妊産婦歯科健康診査＞ 

妊産婦歯科健康診査の受診率 

現状値 目標値 
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b）障害者（児）の歯科口腔保健 

【現状と課題】 

＜個別目標＞ 

項目

番号 
項目名 

策定時値 

(26 年度) 

現状値 

(30 年度) 

目標値 

(35 年度) 

達成 

状況 

26 
障害者（児）入所施設での定期的な

歯科健康診査実施率の増加 

60.0％ 
(n=5) 

100％ 
(n=5) 

100％ A 

＜枚方市内における障害児・障害者における歯と口腔に関するアンケート＞ 

 

【これまでの主な取組】 

・平成 28 年度より、障害者支援施設、障害者入所・通所施設に入所・通所する障害者（児）に対して、

障害者（児）施設歯科健康診査を実施し、歯科健康診査やフッ素塗布、口腔衛生指導を実施しました。

また、健診後に希望のあった施設へ健康教育を実施しました。 

・一般の歯科診療所では治療が困難な障害者（児）を対象として、障害者（児）歯科診療を歯科医師会

の協力のもと継続して実施しました。 

 

【課題及び今後の取組方向】 

全ての障害者（児）入所施設で定期的な歯科健康診査は実施されていました。今後も、歯科サービス

を受けることが困難な者の口腔の健康の保持増進を図れるよう、入所施設だけでなく通所等の施設にお

ける障害者（児）歯科健康診査に関するニーズや現状の把握を行い、定期的な歯科健康診査の機会や、

口腔機能の維持・増進を図る目的で、障害者（児）施設歯科健康診査を実施していきます。また、障害

者（児）や施設職員等に対する情報提供等を行い、施設が歯と口に関する取り組みを継続して実施でき

るよう支援します。 

 

 

c）要介護者の歯科口腔保健 

【現状と課題】 

＜個別目標＞ 

＜枚方市内の介護施設（入所）における歯と口腔に関するアンケート＞ 

 

【これまでの主な取組】 

・介護施設管理者に向けた歯と口に関する健康講座を開催しました。 

・地域ケア会議にて、歯科医師が専門的な立場から、地域への歯と口の健康づくりに関する情報提供を

実施しました。 

 

項目

番号 
項目名 

策定時値 

(26 年度) 

現状値 

(30 年度) 

目標値 

(35 年度) 

達成 

状況 

27 
介護老人福祉施設・介護老人保健施設で

の定期的な歯科健康診査実施率の増加 

31.8％ 
(n=22) 

39.1％ 
(n=23) 

50％ Ｂ－ 
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【課題及び今後の取組方向】 

介護老人福祉施設・介護老人保健施設での定期的な歯科健康診査実施率は増加しています。歯科健康

診査を定期的に実施することにより、個々にあった口腔ケア方法の指導を受けることができ、誤嚥性肺

炎の予防や健康寿命の延伸につながる為、今後も、要介護者が定期的に歯科健康診査を受診できるよう、

歯科医師会と連携し、歯科健康診査の重要性を啓発します。また、介護施設職員に対して、歯と口の健

康に関して情報提供を行い、介護施設で歯と口の健康づくりへの取組みが継続してできるよう支援しま

す。 

 

 

d）有病者の歯科口腔保健 

【現状と課題】 

＜個別目標＞ 

※既に目標値に達成したため、目標値を 50%に変更します。        ＜市民アンケート＞ 

 

【これまでの主な取組】 

・枚方市歯科口腔保健推進連絡会にて、糖尿病と歯周病の関係について周知・啓発方法を検討しました。 

・糖尿病教室（血糖コントロールセミナー）にて、歯周病簡易検査や歯科衛生士による指導を実施しま

した。 

・歯周病および糖尿病の講演会を行い、歯周病と糖尿病の関係について啓発を行いました。 

・有病者の歯科口腔保健を推進するために求められている医科歯科連携をより効果的に実施できるよう、

平成 28 年度に病（医）院及び歯科医院にアンケート調査を実施し、歯と口に関する課題と現状を把握

しました。 

 

【課題及び今後の取組方向】 

糖尿病と歯周病の関係について知っている者の割合は増加しており、目標値を達成していました。知

識の普及に関する目標のひとつである「喫煙と歯周病の関係について知っている者の増加（項目番号 18）」

の目標値は 50%であるため、本項目の目標値を 50％へ変更します。今後、糖尿病と歯周病の関連を啓

発するリーフレットを、病（医）院、歯科医院、薬局などに設置し、さらなる啓発を実施します。 

また、病（医）院及び歯科医院へのアンケート調査より、医師と歯科医師の連携に糖尿病連携手帳を

活用していくことが有効であると考えられたため、今後、医師会、歯科医師会と連携をし、糖尿病と歯

周病患者の医科歯科連携を図ります。 

項目

番号 
項目名 

策定時値 

(26 年度) 

現状値 

(30 年度) 

目標値 

(35 年度) 

達成 

状況 

28 
糖尿病と歯周病の関係について知って

いる者の割合の増加 

34.3％ 
(n=867) 

42.5％ 
(n=1217) 

40％ 

（50%※） 
A 


